
 

 

Analytical Chemistry                   化学分析学   

 

 

I マイクロ・ナノ電気化学を用いたバイオセンサの開発  

Development of biosensors by using micro- and nano-electrochemistry 

 

安川智之・鈴木雅登・松原則男  

Yasukawa, T., Suzuki, M., Matsubara, N.  

 

Bio－LSIを用いたゼブラフィッシュ胚の呼吸活性評価法を開発し、生態環境に与える

物質群の効果を計測可能な細胞センサの開発に取り組んでいる。また外部からの電気パ

ルス刺激により拍動する単一筋細胞のグルコースの取り込み評価を行っている。培養皿

上に筋管細胞のパターンを作製し、電気化学顕微鏡（SECM）を用いて拍動する筋管細

胞近傍のグルコース濃度分布計測から「単一筋管細胞のグルコース消費速度を決定する」

ことを目標としている。  

 

 

II 誘電泳動による細胞および微粒子操作  

Manipulation with microparticles and living cells based on 

dielectrophoresis 

 

安川智之・鈴木雅登・松原則男   

Yasukawa, T., Suzuki, M., Matsubara, N.  

  

誘電泳動による機能化微粒子、細胞を超高速に操作できる技術を最大限に利活用し、

迅速、簡便および高効率に「細胞アレイを創る」、「目的の粒子を分離する」を行って

いる。本年度は，細胞アレイを数秒で作製すると同時に，その細胞アレイから目的の細

胞を誘電泳動現象によって回収可能な電極デバイスの開発に取り組んでいる。  

 

 

Ⅲ 電気動力学法を用いた細胞・粒子の電気特性の評価 

Investigation of electric parameters of cells and microparticles by 

using AC electrokinetic force 

 

鈴木雅登・安川智之   

Suzuki, M., Yasukawa, T.  

 

電気回転法を用いて，細胞に対して非侵襲的な細胞の電気特性（細胞膜容量，細胞質

導電率）の評価に取り組んでいる．本年度は，特に一回の実験で 100個以上の細胞に対

して一括で電気回転を行える電極デバイスの開発に取り組んでいる．本デバイスを実現

させ細胞にダメージを与えることなく，細胞の分化状態の特定，細胞種類の識別，細胞

のエキソサイトーシス現象のリアルタイムモニタリングを行うことを目標としている。

－78－



 

 

また，誘電泳動による微粒子操作を利用し，簡便で迅速にアプタマーを利用して溶液中

のタンパク質や低分子を検出する手法の開発も行っている。  
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本分析化学会第 67年会，東北大学川内北キャンパス（宮城県仙台市），2018年 9月
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大学院物質理学研究科  

博士前期過程   

岡山太樹  ：誘電泳動による単一細胞ペアの形成と電気パルス細胞融合 

寺尾和輝  ：バイオLSIを用いたゼブラフィッシュ胚の酸素消費量に基づく毒

性評価法の開発  
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明 達人  ：機能性微粒子によるシグナル増幅法を搭載した免疫アッセイ法

の開発 

井ノ崎玲央奈：ITO電極の電気化学的活性化と高感度計測法への応用 

波多美咲  ：標的抗体発現細胞の識別，分離，回収技術の確立 

 

 

科学研究費補助金等  
1.  科学研究費補助金（平成 30～ 31年度） 挑戦的研究（萌芽）  

研究課題 誘電泳動による細胞アレイ化を利用した迅速で簡便な細胞選択と回収  

研究代表者 安川智之  

2.  科学研究費補助金（平成 28～ 30年度） 基盤研究B 

研究課題  パターン化単一筋管細胞の拍動に伴う代謝活性評価法の開発  

研究代表者 安川智之  

3.  科学研究費補助金（平成 28～ 30年度） 挑戦的萌芽研究  

研究課題  固定化不要な電気化学アプタマーセンサの開発  

研究代表者 安川智之  

4.  科学研究費補助金（平成 30～ 31年度） 研究活動スタート支援  

研究課題  細胞の電気回転を利用した低分子を迅速・簡便に検出する新規な 

電気生理分析手法の確立 

研究代表者 鈴木雅登  

5.  科学研究費補助金（平成 29～ 32年度） 基盤研究B 

研究課題  多種抗膜タンパク質抗体の高効率な一括取得法とその分子標的治療 

薬評価法の一体的開発 

研究代表者 冨田昌弘（三重大学）  

研究分担者 安川智之  

6.  共同研究費（パナソニック株式会社）平成 30年度  

研究課題  誘電泳動技術による粒子選別に関する研究  

研究代表者 安川智之，鈴木雅登  

7.  共同研究費（株式会社シバサキ）平成 30年度  

研究課題  誘電泳動による生菌，死菌の捕集技術の開発  

研究代表者 安川智之，鈴木雅登  

8.  平成 30年度富山大学水素同位体科学研究センター 一般共同研究助成  

研究課題  誘電泳動による表面抗原発現細胞の識別と分離  

研究代表者 安川智之  

9.  平成 30年度兵庫県立大学若手研究支援  

研究課題  アプタマースイッチングによる微粒子表面電荷密度の変化を利用 

した簡便で迅速な低分子ケミカルセンサの開発  

研究代表者 鈴木雅登  
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